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1.  調査概要 

1.1  目的 

祖母山･傾山･大崩山系、九州中央山地、霧島山系の森林地域(以下｢九州中央

山地等地域｣という｡) においては、人工林でのシカによる剥皮被害等に加え、

天然林においてはシカにより下層植生が全面的な食害を受けているなど深刻

な状況にある｡ 

天然林は、本来、動植物相の多様性に富んでいるが、近年、シカが高密度で

生息していることにより、林内の草本類及び低木･草本類等の下層植生はほと

んど食害を受けるとともに、中･上層木においても剥皮害やこれによる立ち枯

れ等が目立ち、中には裸地化が進んでいる所もみられ、希少種の絶滅や種の多

様性の観点から大きな問題となっている｡ 

このことから、九州中央山地等地域の森林(人工林、天然林)において、シカ

による被害状況やシカの生息･移動状況等を把握した上で、森林の生物多様性

の保全や国土保全、水源涵養、木材生産機能等の確保の観点から、民有林とも

連携しながら、森林生態系の保全のための植生の保護･再生方策、シカの個体

数調整方策、森林環境保全･整備方策等を含むシカに関する総合的な対策を検

討することを目的とした｡ 

九州中央山地等地域の面積は広大であることから、霧島山地域をモデルケー

スとして、特に重点的に取り組むこととした。 

 

1.2  実施期間 

自:平成 23年 6月 28日（火） 

至:平成 24年 3月 09日（金） 
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1.3  調査対象地域 

九州中央山地等地域 

調査対象地域は、原則として図 1、図 2-1 と図 2-2、図 2-3 に示す九州森

林管理局管内の「熊本南部森林管理署」、「大分西部森林管理署」、「宮崎森

林管理署都城支署」および「鹿児島森林管理署」管内国有林とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 九州における対象地域の位置 
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宮崎森林管理署都城支署管内 
霧島山地域（西岳地区） 

鹿児島森林管理署管内 
霧島山地域（上床地区） 

図 2-1 対象地域及び地区
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図 2-2 対象地域及び地区 

宮崎森林管理署都城支署管内 
青井岳地域 

熊本南部森林管理署管内 
白髪岳地域 
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図 2-3 対象地域及び地区 

大分西部森林管理署管内 
大分西部地域 
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1.4  調査項目 

調査項目は表 1に示すとおりである。項目の内、現地調査及びヒアリング調

査については実施地域を表 2に示す。 

表 1 調査項目一覧 

 
 

 

調査項目 
概要 

大区分 中区分 小区分 

現地 
調査 

シカの 
生息状況
等調査 

生息状況調査 ◆シカの生息状況を把握する。 
①糞粒調査 
②スポットライトカウント法 
③植生調査 

移動状況等調査 ◆シカの移動状況を把握する。 
①GPS 首輪の回収（平成 22 年度装着分） 
②シカの捕獲、GPS 首輪装着 
③GPS 首輪からデータ取得 

シカの 
捕獲手法
の検討 

シカ捕獲手法の検討 ◆様々な捕獲手法について実施・効果を 
検証する。 
①実験箇所の選定・給餌 
②捕獲手法の設置 
③捕獲試験 
④シカの反応をビデオやカメラで 
確認・分析 
⑤誘引用餌の検討 

その他 シカの個体情報の収集 ◆捕獲したシカの栄養状況や妊娠の有無
等の把握 
・30 頭以上 

ヒアリング調査 狩猟実態調査 ◆狩猟の実施期間や範囲等を把握する 
とりまとめ 生息密度分布図作成 ◆調査の結果をとりまとめる。 

・図表として整理 
・分析・考察 
・今後の計画策定 
・課題の整理     

   等 

行動パターン等のとりまとめ 
自動カメラの撮影映像のとりまとめ 
捕獲マニュアル（案）の作成 
全体の調査実施計画等の策定 
業務報告書の作成 

委員会等 検討委員会の開催 ◆検討委員から調査方法や課題等の助言
を聴取する。 
・業務開始時・とりまとめ時の 2回 

シンポジウムの開催 ◆シカ被害の現状と今後の課題を 
テーマに開催 
・シカが及ぼす農林業や生態系への影響 
・保護管理における有効な方策等 
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表 2 各調査の実施地域 

 

1.5  業務フロー 

業務フローは図 3のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 業務フロー 

調査項目 

（小区分） 

霧島山地域 
青井岳

地域 

白髪岳

地域 

大分西

部地域
備考 上床 

地区 

西岳 

地区 

生息状況調査 
①、② ①、② 

①～③ 
全て 

  ② 
①生息密度(糞粒)調査 
②スポットライトカウント法 
③植生調査 

移動状況等調査 ○ ○ ○ ○ ○   
シカ捕獲手法の検討 ○ ○         
シカの個体情報の収集 

○ ○    
 他の地域でも捕殺せずに得
られるデータは取得 

狩猟実態調査 ○ ○         

１．シカの生息状況等調査

実施計画提示

２．捕獲手法の検討

第1回 検討委員会

意見反映意見反映

生息密度分布図の作成 行動パターン等とりまとめ

生息状況調査

H22年GPSテレメトリー法による調査・生息密度（糞粒）調査

・スポットライトセンサス調査

・植生調査

シカの個体情報の収集

捕獲手法の検討

H22年度試行手法

・くくりワナ、箱ワナ

大型誘導柵＋大規模捕獲柵

遠隔操作ゲート＋小規模捕獲柵

誘引餌の選好実験

シンポジウム

捕獲マニュアル（案）の作成

自動カメラの撮影映像とりまとめ

事業実施計画の策定

全体の調査実施計画等の策定

報告書の作成・取りまとめ

移動状況調査

H23年GPSテレメトリー法による調査

狩猟実態調査

意見反映

ビデオカメラ等による調査分析

第2回 検討委員会
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